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　あけましておめでとうございます。昨年は大変お世話になり、ありがとうございました。

本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

　さて、２０２６年の干支は、「丙午（ひのえうま）」。６０年周期の干支の

中で４３番目に位置し「情熱的で強い意志を持ちながらも、激しさや変化

を伴う」といった意味合いを持つ年とされているそうです。「自らを律し　

共に生きる人になる」という学校教育目標に向けて、情熱的に、そして強い意志を持って日

々活動をしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

「強い節を作るための３ヶ月に！」 
　３年生は卒業するまで２ヶ月と少し、１・２年生は進級するまであと３ヶ月とな

りました。この３ヶ月間は「節」を作るための大切な時です。３年生は進路という

大きな壁に立ち向かい、次のステージに飛び立つための「節」。２年生は最高学年へ

の準備期間。学校の顔として、後輩を導くための「節」。１年生は先輩になるための

自覚を持ち、この１年の学びを自分の力に変える「節」。この節をしなやかで強い竹

のように、しっかりと作る大切な時期です。と朝会で生徒の皆さんにお話をしまし

た。今一度自分自身を振り返り、新たな目標を設定してそれに向かって、これから

の３ヶ月を大切に過ごしてほしいと思います。 

 

三者面談・学校評価へのご協力をいただき、 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ありがとうございました。 

　寒い中、三者面談に足を運んでいただき、ありがとうございました。また、年末のお忙しい時期にもかか

わらず、「学校評価」にもご回答いただき感謝いたします。今後、学校内・関係者会議等で検討・協議し、学

年末に結果をお知らせいたします。 

 

文化祭展示部門が開催されました！ 

　今年の文化祭展示部門も力作揃いで、見応え十分でし

た。三者面談の時に、保護者の皆様にも見学をしていた

だき、ありがとうございました。今年も学校運営協議委

員の方々にも、見学をしていただきました。「中学生に

とって、大事なこと」「長後調べ良かった。自分たちが

知らないこともあった。」「自由研究も毎年立派」「美術部の作品がすごかった。３年生は成長を感じる」等た

くさんのお褒めの言葉をいただきました。９月のステージ発表から１２月の展示部門までの準備と片付け、

そして運営と今年も力を発揮してくれた文化祭実行員の皆さん、ありがとうございました。 



 

防犯訓練を実施しました。 

　１２月１６日に防犯訓練を実施しました。今年は、本校の職員が不審者役に

なり、不審者の対応の訓練と、生徒は、合い言葉の放送のあと教室に侵入され

にくいように机と椅子でバリケードを築く練習を行いました。訓練後は、生徒

指導担当から「不満を持ってしまう人を作らないためにも、落ち着いて学校生

活を送りましょう」というお話がありました。学校の中も、もちろんですが、

地域の一員として生活をしている生徒のみなさんも、お互いに気持ちよく生活

していくためには、「自分だけ良ければよい」「注意されなければよい」「バレな

ければよい」という気持ちではいけません。最近の学校侵入事例を挙げながら、

丁寧なお話でした。ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。 

 

保育園訪問に行ってきました。 

　１２月１９日に２年生がキャリア学習の一環として「保育園訪問」を実施しました。近隣の１０カ所の保

育園に分散して訪問しました。事前に折り紙などのプレゼントを準備して、小さい子に対して丁寧に細心の

注意を払って２時間ほどを一緒に散歩をしたり、室内で遊んだりして過ごしま

した。２年生は、覚えていなくても自分たちが幼かった時に周囲の温かな眼差

しや手助けがあって、今の自分があるのだ、ということも感じ取ることができ

たのではないでしょうか。保育園児にとっても、２年生にとっても良い体験に

なりました。ご協力いただきました保育園の先生方にも感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

“Stop いじめ！中学生の集い in ふじさわ” 

　１２月２５日に恒例の“Stop いじめ！”が開催されました。高倉中学校の教

室と市内の１９の中学校をオンラインでつなぎ、各学校での生徒会の取り組み

を発表したり、いじめについての意見交換を行いました。今年は４１期生徒会

役員が作成した動画を見ながら、各クラスでは自治委員が司会進行を担い、「い

じめ」についてクラスメートと話し合ったり、考えたりしました。この実践を

４２期生徒会役員が堂々と発表を行い、他校からの

質問にも丁寧に答えていました。この取り組みを通

して、「いじめは絶対にダメ！」と言い合え、いじ

めになる前に止めることができる高中生になってほ

しいと思います。　 


